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等 は 始めて 富の 快楽に 接したり。 富の 快楽 は 富の 渴想 

となり、 富の 渴想 は忽に 富の 崇拝と なれり。 

海賊と 波濤と を 敵と せる 伊勢 平氏の 子弟に して、 是に 

至る、 誰か 陶然と して 酔 はざる を 得る も のぞ。 然リ、 

彼等 は 泥の 如くに 酔へ り。 恰も 南下 漢人 を征 せる、 拓 

跋魏の 健児 等が、 其 北狄の 心情 を 捨てて、 悠々 たる 中 

原の 春光に 酔へ るが 如く、 彼等 も 亦 富の 快楽に 沈酔し 

たり。 於是、 彼等 は 其 長 紳を拖 き、 其 大冠を 頂き、 其 

管絃を 奏で、 其 詩歌 を 弄び、 沐猴 にして 冠す るの 滑稽 

を 演じつつ、 しかも 彼 者 自身 は揚々 として 天下の 春に 

區坎 V- こリ。 
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平氏の 盛運 は、 藤 原 氏の 衰運な りき。 法 性 寺 関白 をし 

て 「此世 をば 我 世と ぞ思 ふ」 と 揚言せ しめたる、 藤 門 

往年の 豪華 は 遠く 去りて、 今や 幾多の 卿相 は、 平氏の 

勃興す ると 共に、 彼等が 漸、 西風 落日の 悲運に 臨める 

を 感ぜ ざる 能 は ざり き。 嘗て 彼等が 夷狄 を 以て 遇した 

る 平氏 は、 却て 彼等 を 遇する に 掌 上の 傀儡 を 以てせむ 

としたる にあらず や。 嘗て 彼等が、 地下の 輩と 卑 めた 

る 平氏 は、 却て 彼等 をして 其 残 杯 冷 炙に 甘ぜ しめむ と 

したる にあらず や。 而 して 嘗て 屢 M 京 童 の 嘲笑 を 蒙れ 

る、 布衣韋 帯の 高 平 太 は、 却て 彼等 をして 其 足下に 膝 

行せ しめむ としたる にあらず や。 約言 すれば、 彼等 は 



にあらず や。 

しかも 平氏 は 独り、 公卿の 反抗 を 招きた るの みならず、 

王 荊 公に 勢髴 たる 学究的 政治家、 信 西 入道が、 袞 竜の 

御衣に 隠れた る 黒衣の宰相 として、 屢 M 謀 を 椎幄の 中 

にめ ぐらし しょり 以来、 寒 微の出 を 以て 朝栄を 誇と し 

たる 院の 近臣 も 亦、 平氏に 対する 恐るべき 勁敵な りき。 

彼等 は 素より 所謂 北面の 下 藤に すぎず と雖 も、 猶 竜顔 

に 尺して、 日月の 恩 光に 浴し、 一 旦 簡抜 を 辱う すれ 

ば、 下 北面より 上 北面に 移り、 上 北面より 殿上に 進み、 

遂に は 親しく、 廟堂の 大権 を も 左右す るに 至る。 かく 

の 如き 北面の 位置が、 自ら 大胆に して、 しかも、 野心 



の 肝胆 屢 M 是が 為に 寒 かりし を。 狂暴 狼藉 眼中 殆ど 王 

法な し。 彼等が 横 逆の 前に は 白 河 天皇の 英明 を 以てす 

る も、 「天下 朕の 意の 如くなら ざる もの は、 山 法師と 双 

六の 采と鴨 川の 水との み」 と浩 歎し 給 はざる を 得 ざり 

しに あらず や。 

然れ 共、 彼等の 恐るべき は是に 止らざる 也。 彼等 は、 

彼等の 兵力 以外に、 更に 更に 熱烈なる、 火の 如き 信仰 

を 有したり き。 彼等 は 上、 王侯 を 知らず、 傍、 牧伯を 

恐れず、 彼等 は 僅に 唯 仏恩の 慈雨の 如くなる を 解す る 

のみ。 然り、 彼等 は、 より 剛勇なる サラ センの 健児 也 _ 

苟も、 仏法に 反 かむ とする もの は、 其 摂関た ると、 弓 



治 承 三年 八月 三日 を 以て、 溘焉 として 白玉楼 中の 人と 

なれり。 彼 一度 逝く、 入道 相 国 は 恰も 放 たれた る 虎の 

如し。 其 狂 悖の 日に 募る に 比例して、 天下 は 益 M 平氏 

に そむき、 一波 先づ 動いて 万 波 次いで 起り、 遂に、 又 

救 ふ 可らざる 禍 機に 陥り 了れ リ。 加 ふるに、 京師に 祝 

融の災 あり。 飇風 地震 悪疫 亦 相次いで 起り、 庶民 堵に 

安ぜ ず、 大旱地 を 枯らして、 甸 服の 外、 空しく 赤土 あ 

りて 青 苗将に 尽きな むと す。 「平家に は、 小 松の 大臣 

殿 こそ 心 も 剛に謀 も 勝れて おはせ しが、 遂に 空しくな 

リ給 ひぬ。 今 は 何の 憚る 所ぞ。 御 辺 一度 立って 麾 かば 

天下 は 風の 如く、 靡きな む。」 と、 勇 僧文覚 をして、 扑 



哉。 革命の 激流 一度 動かば、 先 平氏 政府に 向って 三 尖 

の 長箭を 飛ばさむ と 欲する もの、 源氏 を 措いて 又 何人 

か ある。 是 平氏 政府 自身が 恒に 戒心した る 所に あらず 

や。 

然リ、 源氏 は 真に 平氏の 好敵手た るに 恥ぢ ず。 彼 は 平 

氏に 対する 勁敵 中の 勁敵 也。 頼義義 家が 前 九 後 三の 禍 

乱 を 鎮めし より 以来、 東国 は 其 半独立の 政治的 天地と 

なり、 武門の 棟梁 は、 其 因襲 的の 尊称と なれり。 しか 

も 平氏 は、 平氏 自身の 立脚地が 西 国に ある を 知りし を 

以て、 敢て 其 得意な る 破壊的 政策 を 東国に 振 はず。 ( 恐 

らく は是 最も 賢き、 最も 時機に 適した る 政策な りしな 



らむ) 勇夫と 悍馬と に 富める、 茫々 たる 東国の 山川 は ■ 

依然として、 源氏の 掌中に 存 したり。 約言 すれば、 保 

元 平 治 以前の 源氏と 保 元 平 治 以後の 源氏と は 其 東国に 

有せる 勢力に 於て 殆ど 何等の 逕庭 を も 有せ ざり し 也。 

然 りと 雖も、 彼等の 勢力 は 未だ 以て 中原 を 動かす に 足 

らざ りき。 駿河 以東 十余ケ 国の 山野 は、 野 州の 双 虎と 

称せられ たる 小山 足 利の 両雄、 白 河の 御館と 尊 まれた 

る 越後の 城 氏、 標悍、 梟 勁 を 以て 知られた る 甲斐 源氏 

の 一 党、 はた、 下 総に 竜蟠 せる 千 葉 氏の 如き、 幾多の 

豪族 を 其 中に 擁した リと雖 も、 覇を 天下に 称 ふるもの 

は、 僅に、 所謂、 周 東、 周 西、 伊南、 伊北、 庁 南、 庁 



したる を 見たり。 彼 は、 朝家 を 挾ンで 天下に 号令す る 

の、 天下 をして 背く 能 は ざら しむる 所以なる を 見たり- 

而 して 彼 は、 宣旨 院宣、 共に 平氏の 手中に 存す るの 時 

に 於て、 九重 雲 深く 濠と して、 日月 を 仰ぐ 能 はざる の 

時に 於て、 革命の 壮図 を 鼓舞せ しむる に 足る は、 唯、 

竹 園の 令旨の みなる を 見たり。 然り、 最も 天下の 同情 

を 有する 竹 園の 令旨の みなる を 見たり。 彼が 以仁 王 を 

擁立した る 所以 は、 実に 職と して 是に存 す。 かくの 如 

くにして 彼の 陰謀 は、 歩一歩より 実際の 活動に 近き 来 

れリ。 而 して 治 承 四 年 五月、 革命の 旗 は 遂に、 皓 首の 

彼と 長袖の 宫 との 手に よって、 飜 されたり。 天下 焉ぞ 



唯此 大所 を 見る の 明に 存 したりき。 吾人 は、 彼が 西 海 

を 以て 其 政治的 地盤と したる に 於て、 彼の 家人 をして 

諸国の 地頭たら しめしに 於て、 海外 貿易の 鼓吹に 於て、 

音 戸の 瀬戸の 開鑿に 於て、 経ケ 島の 築港に 於て、 彼が 

識見の 宏遠なる を 見る、 未 嘗て 源兵衛 佐の 卓識 を 以て 

する も 武門 政治の 創業者と して は 遂に 彼の 足跡 を 踏み 

たるに 過ぎ ざ る を 思 はず ンば あらず。 (固より 彼 は 多 

くの 点に 於て、 頼 朝の 百 尺 竿頭 更に 及ぶ ベ か らざ る も 

の ありと 雖も) 見よ、 彼 は 瀬戸内海の 海 権に 留意し、 

其 咽喉た る 福 原 を 以て 政権の 中心とす るの 得策なる を 

知れり。 彼 は 南都 北嶺の 恐るべき 勢力た る を 看取し、 



佐 頼 朝 は 二十 万の 源 軍 を率ゐ て、 既に 足 柄の 險を 越え、 

旌旗 剣戟 岳 南の 原野 を掩 ひて、 長駆 西 上の 日将に 近き 

にあら むと す。 彼の 胸中に して、 自ら 安ず る 能 は ざり 

しゃ、 知るべき のみ。 加 ふるに 嫡孫 維 盛の 恥づ べき 敗 

軍 (治 承 四 年 十月) は、 東国の 風雲 益. A 急に して、 革 

命の 気運 既に 熟せる を 報じた るに 於て を や。 是に 於て、 

彼 は 福 原に 退 嬰す るの 平氏 をして、 天下の 怨府 たらし 

むる 所以なる を 見、 一 歩 を 退く の 東国の 源氏 をして、 

遠 馭長駕 の 機 を 得しむ る を 見、 遂に 策 を 決して、 旧都 

に 還れり。 嗚呼、 彼が 遷都の 英断 も、 かくの 如くに し 

て、 空しく 失敗に 陥り 了り ぬ。 



て、 果鋭峻 酷な リ しか は、 左に 掲 ぐる 冷なる 日 暦 之 を 

証して 余り あるに あらず や。 

〇 治 承 四 年 十月 二十 三日 入道 相 国 福 原の 新 都 を 

去り、 同 二十 六日 京都に 入る。 

〇 十二月 二日 平 知 盛 等 を 東国 追討 使と して 関東 

に 向 はしむ。 

〇 同 十日 淡 路守清 房 をして、 園 城 寺 をうた しむ。 

山門の 僧兵 園 城 寺を扶 けて、 平 軍と 山 科に 戦 ふ。 

同日 清 房 園 城 寺 を 火き、 緇徒を 屠る。 

〇 同 二十 五日 蔵人 頭重 衡 をして、 南都に 向 はし 
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一 縷の糸 を 切断せ し を 知らざる 也。 彼が 此 破天荒の 痛 

撃 は、 久しく 平氏が 頭上の 瘤視 したる 南都 北嶺 をして、 

遂に 全く 屏息し 去る の 止む を 得ざる に 至らし めたり と 

雖も、 平氏 は 之が 為に 更に 大 なる 僧徒の 反抗 を 喚起し 

たり。 啻に 僧徒の 反抗 を 招きた るの みならず、 又 実に 

醇 篤なる 信仰 を 有した る 天下の 蒼生 をして、 仏 敵を以 

て 平氏 を 呼ばし むる に 至りたり き。 形勢、 既に かくの 

如し。 自ら 蜂巣 を 破れる 入道 相 国と 雖も、 焉ぞ 奔命に 

疲れざる を 得む や。 時人 謡 ひて 曰く 「咲きつ、； -く 花の 

都 を ふりすてて、 風 ふく 原の 末ぞ あや ふき」 と、 然り 

真に 「風 ふく 原の 末ぞ」 あや ふかり き。 平氏 は、 福 原 



彼が 雄志の 那辺に 向へ るか は、 吾人の 解説 を 待って 之 

を 知らざる 也。 

今や、 跼天蹐 地の 孤児 は 漸くに 青雲の 念 燃 ゆるが 如く 

なる 青年と なれり。 而 して 彼 は 満腔の 覇気、 欝勃 とし 

て 抑 ふべ からざる と共に、 短褐 孤剣、 飄然と して 天下 

に 放浪したり。 彼が 此 数年の 放浪 は、 実に 彼が 活ける 

学問な りき。 吾人 は 彼が 放浪に つ いて 多く 知る 所 あら 

ざれ ども、 彼は屢 M 京師に 至りて 六 波羅の ほとり を も 

徘徊した るが 如し。 彼 は、 恐らく、 此 放浪に よりて 天 

下の 大勢の 眉 端に 迫れる を、 最も 切実に 感じた るなら 

む。 恐らく は 又、 其 功名の 念に して、 更に 幾 斛の油 を 



注がれた りしなら む。 想 ふ、 彼が 独り 京洛の 路上に 立 

ちて、 平 門の 貴公子が 琵琶 を 抱いて 落花に 対する を 望 

める 時、 殿上の 卿相が 玉 笛 を 吹いて 春に 和せ る を 仰げ 

る 時、 はた 入道 相 国が 輦車を 駆り、 兵仗 を 従へ、 儀衛 

堂々 として、 潤 歩せ る を 眺めし 時、 必ずや、 彼 は 其 胸 

中に 幾度 か 我と つて 代らむ と 叫びし なるべし。 

然り、 彼が 天下 を 狭し とする の 雄心 は、 実に 此 放浪に 

よって、 養 はれたり。 彼が 霊 火 は 刻一刻より 燃え 来れ 

リ。 彼は屢 M 長剣 を 按じたり。 然れ ども、 彼 は猶、 機 

を 窺うて 動 かざりき。 将 に是、 池 中の 蛟竜が 風雲の 乗 

ずべき を 待ちて、 未 立たざる もの、 唯 機会 だに あらし 



たる、 誠に 皎 として、 玉樹の 風前に 臨む が 如し。 天下 

風 を 仰いで 其 旗下に 集る もの、 実に 五 万 余人、 根井大 

弥太行 親 は 来れり、 楣六郎 親忠は 来れり、 野 州の 足 利、 

甲 州の 武田、 上 州の 那和、 亦 相次いで 翕然と して 来り 

従 ひ、 革命軍の 軍 威隆々 として 大に振 ふ。 図 南の 鵬翼 

既に 成れり。 是に 於て、 彼 は 戦 鼓 を 打ち 旌旗を 連ね、 

威風 堂々 として、 南 信 を 出で、 軍 鋒の 向 ふ所枯 朽を摧 

くが 如く、 治 承 四 年 九月 五日、 善 光寺 平の 原野に、 笠 

原 平 五 頼 直 (平氏の 党) を 撃って 犬に 破り、 次いで 鋒 

を 転じて 上野に 入り、 同じき 十月 十三 日、 上野 多 胡の 

全 郡 を 降し、 上 州の 豪族 をして、 争うて 其大 旗の 下に 



る、 遂に 彼が 苦衷 を 了せ ずンば あらず。 関東に 源兵衛 

佐 あり、 木 曾に 旭日 将軍 あり、 而 して 京師に 入道 相 国 

あり、 三 個の 風雲児に して 各 M 手に 唾して 天下 を 賭す。 

真に 是れ、 青史に 多く 比 を 見ざる の 偉観 也。 しかも 運 

命 は 飽く迄も 平氏に 無情な りき。 平 宗盛を 主将と せる 

有力なる 征 東軍が 羽檄を 天下に 伝へ て、 京師 を 発せむ 

とする の 前夜 (養 和 元年 閏 二月 一 日) 天 乎 命 乎、 入道 

相 国 は 俄然と して 病めり。 征 東の 軍 是に期 を 失して 発 

せず、 越えて 四日、 病 革 リて祖 竜 遂に 仆る。 赤旗 光 無 

うして 日 色 薄し、 黄 埃 散漫と して 風 徒に 粛索、 帯 甲 百 

万、 路に満 つれ ども 往 反の 客、 面に 憂色 あり。 嗚呼、 



数 をして、 幾年の 短き に 迫らし めたり。 夫 水 蹙れば 魚 

益 M 躍る。 是に 於て 平氏 は、 恰も 傷き たる 猪の 如く、 

無 一 一 無 三に 過重なる 収斂 を 以て、 此 窮境 を 脱せむ と 欲 

したり。 平氏が 使者 を 伊勢の 神 三 郡に 遣りて、 兵糧米 

を、 充 課した るが 如き、 はた、 平貞 能の 九州に 下りて、 

徭を 重う し、 賦を繁 うし、 四方の 怨嗟 を 招きし が 如き、 

是、 平氏の 財力の 既に 窮 したる を 表す ものに あらず や。 

ああ 大絃急 なれば 小絃絶 ゆ。 さらぬ だに、 凶年と 兵乱 

とに 苦め る 天下の 蒼生 は、 今や 彼等が 倒懸 の 苦楚 に 堪 

ふる 能 はず、 斉しく 立って 平氏 を 呪 ひ、 平氏 を 罵り、 

平氏に 反き、 空拳 を 以て 彼等が 軛を 脱せむ と 試みし な 



如く 巻き 将に 東海道 を 西 進せ むとした る 源 兵 衛佐頼 朝 

によって 送られた る 一封の 書簡 は、 彼の 征南 をして 止 

めしめ たり。 書に 曰、 

平家 朝 威 を 背き 奉り、 仏法 を 亡す によりて、 源 家 同 

姓の ともがらに 仰せて、 速に 追討すべき 由、 院宣 を 

下され 了ン ぬ。 尤も 夜 を 以て 日に ついで、 逆臣 を 討 

ちて、 宸襟を やすめ 奉るべき のと ころ、 十郎 蔵人 私 

のむ ほん を 起し、 頼 朝 追討の 企 ありと 聞 ゆ。 然る を 

かの 人に 同心して 扶持し 置かる、 の条、 且は 一門 不 

合、 且は 平家の あざけり なり。 伹、 御 所存 を わき ま 

へず、 もし 異なる こと It 細な くば、 速に 蔵人 を 出さ 



る、 か、 それさ もな くば、 清水 殿 (義 仲の 子 清水 冠 

者義 高) を これへ 渡し 玉へ、 父子の 義を なし 奉る ベ 

し。 両条の 内 一 も、 承認な くン ば、 兵 を さしつ か は 

して、 誅し 奉るべし。 

是、 実に 彼に とりて は 不慮の 云 ひが かりなり し 也。 蓋 

し、 頼 朝の 彼に 平なら ざる 所以 は、 啻に、 頼 朝と 和せ 

ずして 去りた る十郎 蔵人 行 家が、 彼の 陣中に 投じた る 

が 為の みに あら ざり き。 始め、 頼 朝の 関 八州 をう ちて 

一 丸と 為さむ とする や、 常 陸の 住人 信 太三郎 先生 義広、 

独り、 膝 を 屈して 彼の 足下に 九拝す る を 潔し とせず、 

走って 義 仲の 軍に 投じぬ。 「為人 不忍」 の 彼 は、 義 広の 



一 一年 七月 一 一十 六日、 我 木 曾 冠者 義仲 は、 白馬 金 鞍、 楊々 

として、 彼が 多年、 夢寐の 間に 望みた る洛 陽に 入れり _ 

超えて 八月 十日、 左 馬頭 兼 伊予 守に 拝せられ、 虎符を 

佩び 皐 比に 坐し、 号して 旭日 将軍と 称しぬ。 今や、 彼 

が 得意 は 其 頂点に 達したり。 彼 は 其 熱望した るが 如く 

遂に 桂冠 を 頂けり。 寿 永の 革命 はかくして 彼が 凱歌の 

下に 其 局 を 結びたり。 然 りと 雖も、 彼と 頼 朝と が、 相 

応 呼して、 猫し 得た る 中原の鹿 は、 果して 何人の 手中 

にか 落ちむ とする。 若し 彼に して 之 を 得む 乎、 野心 

満々 たる 源 家の 舆児 にして 焉ぞ、 手 を 袖に して、 傍観 

せむ や。 若し 頼 朝に して 之 を 得む 乎、 固より 火の 如き 



むと 欲し 給 ひし を 以て 也。 彼が 馬首 西 を 指して、 遠駕、 

平 賊と戦 ふ 能 は ざり しゃ、 知るべき のみ。 然れ ども、 

院宣 は 遂に 彼 をして、 征 西の 軍 を 起こして、 平氏 を 水 

島に 討た しめたり。 北陸の 健児 由来 騎 戦に 長ず、 鉄兜 

三尺 汗血の 馬に 鞭ち て、 敵 を 破る こと、 秋風の 落葉 を 

払 ふが 如くなる は、 彼等が 得意の 擅 場 也。 彼等 は 日本 

の 口 ー マ 戦士 也。 彼等 は 山野の 覇王 也。 然 リと雖 も、 

水上の 戦に 於て は、 遂に 力 ルセ ー ヂ たる 平氏が、 独特 

の 長 技に 及ば ざり き。 恰も 長江に 養 はれた る、 M の 健 

児が、 赤 壁に 曹瞞 八十 万の 大軍を 鏖殺し、 詩人 をして 

「漢家 火徳終 焼賊」 と 歌 はしめ たるが 如く、 瀬戸内海に 



に 奏して 曰 「東 賊、 既に 来リ 迫る、 願く は 竜駕を 擁し 

て 醍醐 寺に 避けむ」 と、 法皇 従 ひ 給 はず。 彼 憤然とし 

て 階下に 進み 剣 を 按じ 眦を 決して、 行幸 を 請 ふ、 益 M 

急。 法皇 止む 事 を 得ず して 将に六 馬 行宮 を 発せむ とす。 

時に 義 仲の 騎 来り 報じて 曰 「東軍 既に 木幡伏 見に 至る」 

と。 

彼、 事 愈 M 危きを 知り、 遂に 一 百の 革命軍 を 従へ て、 

決然と して 西 洞 院の第 を 出で ぬ。 赤地の 錦の 直 垂に唐 

綾緘の 鎧き て、 鍬 形う つたる 兜の 緒 をし め、 重 籐の弓 

のた、. -中 とって、 葦毛の 駒の 逞しき に 金 覆輪の 鞍 置い 

て 跨った る、 雄 風 凛然、 四辺 を 払って、 蹄 声 憂々、 東 



士は 食せ ずして 饑 ゑず、 創 を 被りて 屈せず、 軍将 は 難 

を 遁れて 勝 を 求め 死 を 去って 恥 を 決す、 兼 平 こ、 にて 

敵 を 防ぎ 候 はむ、 まづ越 前の 国府 迄の がれ 給へ」 と、 

然れ ども 多 涙の 彼 は、 兼 平と 別る、 に 忍び ざり き。 彼 

は 彼が 熱望せ る 功名よりも、 更に 深く 彼の 臣下 を 愛せ 

し 也。 

而 して 行く 事 未 幾なら ず、 東軍 七 千、 喊声を 上ぐ る こ 

と 波の 如く、 乱箭を 放ち 鼙鼓を 打って、 彼 を 追 ふ 益 M 

急 也。 彼、 兼 平 を 顧み 決然と して 共に 馬首 をめ ぐらし、 

北 軍 三百 を 魚鱗に 備へ 長剣 を かざして、 東軍 を衝 き、 

向 ふ 所 鉄 蹄 縦横、 周馳 して 囲 を 潰す こと 数次、 東軍 摧 



彼の 牛車に 乗ずる や、 「いかで 車なら むから に、 何条 素 

通り をば すべき」 とて 車の 後より 下りたり き。 何ぞ其 

無邪気に して 児戯に 類す る や。 彼 は 「田舎 合 子の、 き 

はめて 大に、 くぼ かりけ るに 飯 うづた かくよ そ ひて、 

御菜 三種して 平 茸の 汁に て」 猫 間 黄 門に す、 めたり。 

而 して 黄 門の 之 を 食せ ざる を 見る や、 「猫 殿 は 小食に 

てお はすよ、 聞 ゆる 猫お ろしし 給 ひたり、 搔き 給へ く 

や」 と 叫びたり き。 何 ぞ其頑 童の 号 叫す るが 如くなる _ 

かくの 如く 彼の 一 言 一 動 は悉、 無作法 也。 而 して 彼 は 

是が 為に、 天下の 嘲罵 を 蒙りたり。 然 りと 雖も、 彼 は 

唯、 直情径行、 行 雲の 如く 流水の 如く 欲する がま、 に 



さしむ るの 機な き は、 昭代の 幸 也。 

(明治 四十 三年 二月) 
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